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　In these pages, applying my own global environment 2014 model, I have analyzed causal and 
contextual factors and their influences, constructing a causal loop diagram for outlining the 
totality. This entails the political, economic, social and environmental oppositional relationships 
among world peace and prosperity, human rights and the environment, taking as clues for this 
analysis the Global Peace Index, Shared Socio-Economic Pass SSPs, and the Schwartz Cultural 
Values Model, among other considerations. One can quickly grasp, through this exercise, that 
the quest for world peace and prosperity, involving cooperative relations for human rights and 
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２．世界平和度指数 Global Peace Index：GPI
　地球環境モデルでは、全く触れることのできなった世界の平和について、まず、最近の変化をみ























資料： “Global Peace Index 2015”（FIGURE 40 THE 
PILLARS OF POSITIVE PEACE）から引用
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図１ａ　2008 年（世界的金融危機 2007 年～2008 年） 図１ｂ　2009 年ウクライナ向けの天然ガス供給停止
図１ｃ　 2010 年 図１ｄ　2011 年（2010 年末～2012 年アラブの春）
図１ｅ　2012 年（2010 年末～2012 年アラブの春） 図１f　2013 年（ロシア・ウクライナ）
図１ｇ　2014 年 図１ｈ　2015 年（中国が低下）
図 1 世界平和度指数 Global Peace Index の推移（2008 年～2015 年）
資料：経済平和研究所（IEP）の“Global Peace Index ”から池田作成
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を確認するにとどめたい。











てみることとする。ここでは世銀のデータベースをもとに 1980 年から 2013 年までの推移を見てい
くこととする。本節のグラフは、横軸に人口、縦軸に GDP をとして、1980 年または 1990 年から
プロットして作成した。縦横の比率や傾きは、一人当たりの GDP の水準や変化を表し、プロット
の間隔が開いている部分は変化が大きいことをしている。
図３ｂ　世界の下位の 27 億人と GDP の推移
図３ａ　世界の人口と GDP の推移（1980～2013 年） 図３ｃ　世界の国の人口と GDP（1990 年～2013 年）
図 3 世界の人口と GDP の推移（1980～2013 年）
World DataBank GDP, PPP (constant 2011 international $)　NY.GDP.MKTP.PP.KD　
資料：世銀の資料をもとに池田誠作成
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　図ａは、1980 年から 2013 年までの世界 214 の国や地域の合計の推移が右上の部分に示されてい
る。その直ぐ下には、一人当たり GDP が平均以下の 138 か国・地域が示されている。後半の傾き
がほぼ同じなので一人当たりの GDP の伸びが世界計とほぼ同じようになっていたことが分かる。
平均以上の 76 か国・地域は人口の伸びが少なく、傾きが大きいことが特徴となっている。
　図ｂでは、1980 年から 2013 年までの世界の下位の 27 億人と GDP の推移を、インド（図の右
側）とそれ以下の一人当たりの GDP グループが最下位の 10 億人、72 か国・地域（図の左側）








　日本の人口と経済の 1990 年からの実績を、図４左のように経済はほぼ横ばいで、人口は 2011 年
をピークに減少へと転換していることが分かる。2000 年から 2013 年の変化を拡大すると図４右の
ように 2009 年のリーマンショックによる落ち込み、2011 年の東日本大地震の影響が分かる。いず
れにしても大きな転換点にあることが分かる。
図４　日本の人口と GDP（1990 年～2013 年）
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図 5 ドイツの人口と GDP（1990 年～2013 年）





る。図６に示すように、1990 年から 1998 年に


















４－1　2050 年までの地域別 SSPs の推移
　まず、はじめに、単純に世界の人口と GDP（1990 年～2013 年）のデータをもとに単純な回帰分
図６　ロシアの人口と GDP（1990 年～2013 年）
資料：世銀のデータバンクをもとに池田誠作成
20150328_World DataBank_POP_GDP_ 世界の人口と GDP_ 











本、 ユ ー ロ 圏 だ け で は な く、 そ の 他 の
OECD まで含めて辛うじて中国のシェアに匹敵する状態が続くものと予想されている。
　このような単純な推計値と予測結果について、OECD Env-Growth の R32 国・地域別の SSPs
（共有化された社会経済的パス）の予測値をもとに 2050 年までの将来を図にすると図９に示すとお
りである。米国は単純推計とそれほど大きな差異は見られないが、中国やインドについては人口も
GDP もかなり異なった予測となるケースが見られる。そこで、以下では、国別の SSPs をもとに
2100 年までの世界を見てみることとする。
図８　世界の地域別 GDP シェア　2007 PPPs (%)
資料： 1990 年 と 2000 年 は 世 銀 の DB、2010 年 か ら は
OECD の実績値と予測を用いて池田誠作成
図 9 世界の人口と GDP（1990 年～2050 年）
注： World DataBank（1990 年～2013 年実績）と 2050 年ま
でのトレンド予測は青◆、2020 年～2050 年までの
OECD の SSP1～5 は茶■で表示している。
資料：上記の資料をもとに池田誠作成
4－2　2100 年までの地域別 SSPs の推移
　OECD が 2013 年に発表した SSP1～5 の 2000 年から 2100 年までの国や地域別の推移を、Ｘ軸に
人口、Ｙ軸に GDP を指標として、10 年ごとの変化を点で示すと図 10 のとおりである。
　図 10a の世界は、最も環境重視型の SSP1 では人口 80 億人程度を上限に 2100 年には 70 億人程
度に減少する一方、GDP は 600 兆ドルに達し、SSPs の中で２番目に高い予測となっている。最も
エネルギー使用の多い SSp5 は GDP が 1,000 兆ドルと極めて高い予測となっている。人口 130 億人
程度と最も多い SSP3 は従来型の成長を継続するシナリオで GDP は約 300 兆ドルとなっており、
一人当たりの所得は最低となる予測である。図 10b の日本は、全体的に人口減少傾向が目立ち、
約 18 兆ドルと最も GDP が高い SSP5 で人口が１億人以上という予測となっている。現状維持的な
図 7 2050 年の日米中印の人口と GDP
資料：世銀のデータバンクをもとに池田誠作成
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SSP3 では人口は５千万人以下、GDP も３兆ドル程度となっている。図 10c のアメリカでは、
SSP3 で人口がほぼ 2000 年並みになることも予想される一方、SSP5 では７億人、約 120 兆ドルと
なっている。環境配慮型の政策をとる SSP1 と比較すると GDP で２倍という結果になっている。
図 10d の EU15 でも、図 10e の OCED 日米欧ほかでも、ほぼ米国と同じような SSPs のグラフの
形となっている。一方、中国は、図 10f のように、2050 年頃から人口減少、GDP の伸び悩みが予
測されている。
　経済的なプレゼンスの拡大が予想されている中国ではあるが、図 10g のように米国と中国を比





図 10a　世界 図 10b　日本
図 10c　アメリカ 図 10d　EU15
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図 10e　OCED 日米欧ほか 図 10f　中国
図 10g　R31USA 米国と R05CHN 中国 図 10h　R32EUSJA 日米欧と R5CHN 中国

























図 11　2013 年と 2015 年のグローバル・リスクの展望の比較
資料： WORLD ECONOMIC FORUM「 第 ８ 版 グ ロ ー バ ル・ リ ス ク 報 告 書 2013 年 版 」 と
WORLD ECONOMIC FORUM “Global Risks 2015 10th Edition”から池田誠作成
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図 12　グローバル・リスク 2015 の相互関係図
















⑤議会制民主主義の弱体化　Weakening of representative democracy
⑥開発途上国における汚染の拡大　Rising pollution in the developing world
⑦過酷な異常気象の発生数の増加　Increasing occurrence of severe weather events
⑧ナショナリズムの先鋭化　Intensifying nationalism
⑨水問題の拡大　Increasing water stress
⑩経済分野における健康重要性の増大　Growing importance of health in the economy
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図 15　世界の平和と繁栄と人権と環境の因果ループ図（CLD：Causal Loop Diagram）
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